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    正しく観
み

て 正しく手当てする。 

 

 ○ 基本方針 

１．「からだ」・「こころ」・「いのち」を一つと観
み

る

全人的医療を行います。 

 

２．患者さんと家族に信頼され、地域で喜ばれる病院 

    を目指します。 

 

３．誇りと願いをもち、温かいふれあいを実践します。 
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 平成25年度から外科のメンバーは大きく変わり、4人で担当させていただくこととなり

ました。主に消化器領域(食道・胃・大腸・肝胆膵など)を中心に、癌などの悪性腫瘍か

ら、胆石症・ソケイヘルニアといった良性疾患まで、幅広く診察・治療をさせていただ

きます。肛門疾患、呼吸器疾患、乳腺疾患に関しましては、非常勤の専門医師による診

察もさせていただいております（診察ご希望の患者様は、外来担当医表でご確認のう

え、受診なさってください）。 

 手術では、従来の開腹手術はもちろんのこと、腹腔鏡手術も導入し、患者様の病気の

状態にあわせて、より負担の少ない手術を提供させていただく所存です。 

 地域の皆様のニーズにこたえられる、頼れる外科を目指して、日々診療させていただ

いておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

診療科紹介 

 外 科 

山口 高史 医長          （ 病棟ナース ）          松木 亮太 医師 

                  

   柳田 修  部長       鈴木 智子 師長       中村 康弘 医師 

やなぎだ おさむ 

 柳田 修  部長 
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 リウマチ・膠原病科は、平成25年4月より当院創立以来、初めて開設された

診療科です。 

 みなさんには、なじみの薄い診療科であると思いますが、現在、関節リウ

マチは人口の0.4〜0.5 %、男性よりも女性に多く発症します。30歳以上の人

口の約１%に当たる人がこの病気にかかっており、全国でおよそ70万人程度の

患者がいると考えられています。 

 関節リウマチは、関節に存在する滑膜に免疫の異常が生じ、この結果滑膜

は増殖をおこします。これが進行すると関節全体に広がり、軟骨や骨が破壊

され、関節は変形し、その機能を失ってしまいます。このように関節を中心

とした病気であるのですが、肺病変を始め、全身症状を来す事もあります。 

 現在では病態の一部が解明され、免疫抑制剤の一つであるMTX(メトトレ 

キセート)による治療が中心となり、さらに様々なサイトカイン※を標的とした、

生物製剤と呼ばれる薬の使用が可能となりました。一方で発症後数年の間に、 

関節変形は急速に進行する事が判明しています。このような薬を早期に使用することで、関節破壊

や変形の予防、さらには治癒の可能性が示唆されています。 

 また、診断において、血液検査ではリウマチ因子の測定が主な検査でしたが、近年では抗シトル

リン化ペプチド（CCP）抗体と呼ばれ、関節リウマチに対して感度や特異度が高いマーカーが診断に

用いられ、早期の段階でも非常に有効な血液検査の一つと考えられています。 

 画像診断の面でも、レントゲンで判明する以前の初期の段階を、MRIや超音波でとらえる事が可能

になってきています。 

 多くの病気に共通していることですが、早期の段階で確実に診断を受け、治療を受ける事が最も

重要です。この段階を、我々は「window of opportunity」と呼び、治療効果の最も高い時期である

と呼んでいます。新薬の登場も期待されており、関節リウマチの診断・治療は今後も進化する事が

予想されます。 

 膠原病は、病気の総称であり、病名ではありません。ここには、関節リウマチを代表とし、他に

全身性エリテマトーデス、強皮症、皮膚筋炎、多発筋炎、血管炎、混合性結合組織病といったもの

や、類縁疾患としてリウマチ性多発筋痛症、ベーチェット病などが含まれます。 

 多くの疾患で病因は不明で、難病に指定されているものも多くあります。症状は微熱程度のもの

から、皮膚、筋肉、肺や腎臓など多彩な臓器の症状を合併し、全身におよびます。このため診断が

困難で、確定診断に至るまで時間がかかる場合もあります。 

 治療は、診断や病態によって大きく異なりますが、ステロイド剤や免疫抑制剤による治療が中心

です。近年、一部の疾患では、関節リウマチの治療に用いられている生物製剤の使用が可能になっ

ています。今後もその適応が広がる事が予想されます。 

 当科では、おもに関節リウマチの患者様に、早期診断と適切な治療を行い、必要な患者様には、

安全に適切な生物製剤の投与を行ってゆきたいと考えています。また、腎臓内科･皮膚科･整形外科

など他の科や難治性の場合は、杏林大学病院など他院との連携を取りながら全身の診察・治療に当

たってゆきます。 

 

サイトカイン※＝免疫細胞のあいだで情報伝達を担うタンパク質 

リウマチ・膠原病科 

 小路 仁 医師 

小路 仁 医師 
こうじ  ひとし 
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平成25年4月入職 

平成4年弘前大学卒業 

日本医学放射線学会放射線科診断専門医 

検診ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨｰ読影認定医 

平成25年4月入職 

昭和61年鹿児島大学卒業 

日本外科学会専門医・指導医 

日本消化器外科学会専門医・指導医 

日本消化器内視鏡学会専門医・指導医 

日本消化器病学会専門医 

日本食道学会食道外科専門医 

日本がん治療認定医機構暫定教育医 

がん治療認定医 

やなぎだ おさむ 

柳田 修 
 やまぐち たかし 

山口 高史 

平成25年４月入職 

平成11年杏林大学卒業 

日本外科学会専門医 

平成25年４月入職 

平成16年杏林大学卒業 

外科医師 
なかむら  やすひろ 

中村 康弘 

平成25年４月入職 

平成21年杏林大学卒業 
平成25年４月入職 

平成15年愛知医科大学卒業 

日本眼科学会専門医 

外科部長 外科医長 外科医師 
まつき   りょうた 

松木 亮太 

放射線科部長 
  おおさわ あやこ 

大沢 文子 

眼科部長 
そうとめ  のりひさ 

五月女 典久 

平成25年４月入職 

平成14年東京医科大学卒業 

日本耳鼻咽喉科学会専門医 

 せがわ   まい 

瀬川 真以 

平成25年４月入職 

平成21年東京医科大学卒業 

平成25年４月入職 

平成21年東京慈恵会医科大学卒業 

耳鼻咽喉科部長 
 しみず  まさあき 

清水 雅明 

産婦人科医師 
まつおか   ともな  

松岡 知奈 

形成外科医師 
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腎臓内科部長  
おかだ ともなり 

岡田 知也 

   平成25年3月入職 

 平成2年慶応義塾大学卒業 

 日本内科学会認定医 

 総合内科専門医 

 日本腎臓学会認定専門医･指導医 

 日本透析医学会認定医･指導医 

 日本病態栄養学会専門医 

   平成25年3月入職 

 平成21年東海大学卒業 

 

  

リウマチ･膠原病科医師 
 こうじ    ひとし 

 小路 仁  

平成25年４月入職 

平成7年杏林大学卒業 

日本内科学会認定医 

日本リウマチ学会専門医 

 

 

いしい        けんたろう  

石井 健太郎 

平成25年４月入職 

平成14年東京医科大学卒業 

 いで   なおき  

井手 直樹 

平成25年４月入職 

平成22年東京医科大学卒業 

さくらい すすむ  

櫻井 進 

 さとう    むねのり  

佐藤 宗範 
 うちだ   まさき  

内田 正樹 
 もとむら  ともひで  

本村 朋英 

平成25年４月入職 

平成5年群馬大学卒業 

日本整形外科学会専門医 

日本手外科学会専門医 

平成25年４月入職 

平成2１年東京医科大学卒業 

 

平成25年４月入職 

平成23年浜松医科大学卒業 

 

内科医師（腎臓） 
さかい   りえこ 

坂井 理絵子 

内科医師（腎臓） 

平成25年6月入職 

平成21年東京医科大学卒業 

内科医師（消化器） 内科医師（消化器） 

整形外科医長 整形外科医師 整形外科医師 
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 たかはし   ゆり  

髙橋 由理 

研修医 

  

  

 

                               臨床検査部 板垣 知之 
  

 JICA臨床検査技術コース「臨床微生物」は、いまだ開発途上国の人々の生命と生活を脅かす様々な

感染症を防ぎ、開発途上国の微生物検査に関する知識及び技術水準を高めるために行われています。

研修生は、研修帰国後、修得した臨床微生物検査の知識、技術を広く国内に展開できる人材が選考さ

れています。 今年度は、1月28日から3月12日までの約2カ月半、リビアからの研修生を１名受入れ

ました。 

 リビアについて一般の日本人の認識はアフリカにあり、カダフィ大佐の独裁政治が続いており、

2011年（日本では東日本大震災）に民衆により革命が起き、独裁政治が終焉したことぐらいでしょう

か。さらなる知識として、リビアは人口600万人ほどで北アフリカにあり、地中海に面し、気候は日

本と同じように春夏秋冬があるそうです。 

 また、石油・ガスが採取され、お国自体は大変裕福らしく、学校は大学院まで無料、仕事がなくて

も援助もあり、もちろん税金はありません。我が国日本と比較するとトホホです。 そんなリビアか

ら今年も国際医療協力の一環で臨床検査部にて細菌の実習を行いました。ひたすら日本人の賢さと勤

勉には感心していましたが、日本はヒトが資源なのだと強がりました・・・天然資源のある国はうら

やましい。 

リビアからの研修生 

 リビア料理 クスクス 

Mr.Salem ABUHALIGA R M 

      サレム アブハリガ  

平成25年４月入職 

平成25年北里大学卒業 



         新佼成病院の工事進捗状況について 
                    

           佼成病院開設推進室 花見 勝一郎  
 
 免震装置135台の設置がまもなく完了します。平成25年5月8日（水）、平

成25年5月15日（水）の両日、計3回に渡り、地域の方々、立正佼成会職員並

びに佼成病院職員等による新病院免震装置見学会を開催しました。参加者は

総計41名でした。 

 荷重の少ない場所を支える免震装置、荷重の多い場所を支える免震装置、

揺れを吸収する免震装置。免震装置といっても各免震装置において各々の役

割があり、約7万トンの建物の重さ・バランスを計算して、合計135台が設置

されております。  

 地震の際には、横方向に最大40センチ動きます。揺れを吸収する装置が働

くことで、建物が大きくゆっくり動くので、建物内の揺れは1/4～1/5に低減

されます。  

 6月の初旬には高層棟地下1階地上10階建ての建物は1階床面のコンクリート

の流し込みが開始となります。また低層棟地下1階地上4階建ての建物は高層

棟より約3週間程度遅く、追いかけるように工事が進められている状況です。

現場工事関係者の人数も大きく増え、新たに2階建ての工事関係者の休憩所が

増設されました。  

 多くの方々のご協力をいただきながら、新病院におきましても安心・安全

な医療が提供できるよう、工事を進めてまいります。  

    免震装置 

見学会の様子 

   免震装置 

  免震装置 

工事現場全景 
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ホームページもご覧ください 
http://www.kosei-hp.or.jp 
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周辺拡大図 

周辺地図 

編集後記 

 東京近郊では菖蒲が咲き始め、多くの人たち

の目を楽しませ、心を和ませているようです。

蒸し暑く鬱陶しい季節ではありますが、水辺に

近い所も多いので皆さんもお出かけしてみては

いかがでしょうか・・・。紫外線対策と脱水対

策は忘れずに！ 
H編集員 

表紙の写真 東村山市北山公園「花菖蒲」 

撮影 医事課 佐藤 恭央 

  面会時間 

 

    平日・土曜日 

  14:00～20:00 

 

      日曜祭日 

  11:00～20:00 

 
※５西病棟（女性病

棟） 

 平日・日曜祭日共 

 14:00～20:00 

法輪閣 

移転先：杉並区和田二丁目（法輪閣北側） 
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